
今年は晴天に恵まれ、緑の庭を活かして活動で作りためた作品をたくさんちりばめ、はばたけらしいのん

びりとあたたかい雰囲気の中、地域の皆さまを迎えることができました。ステージでは、昨年好評だった「ピ

クリプ」さんを始め、地域で元気に活動されている方々に出演していただこうと、児童館のダンスグループ

「ブラックペッパー」、本格的なフラダンスグループ「フラブーティ」、そして新たに「三鷹 POPS シニア

チアリーディング」に華を添えていただきました。また、今回は、はばたけのメンバーも日頃ダンス活動で

の成果を見せようと、出演者の皆さんとのコラボで AKB を踊りました。 

たくさん地域の方々にお越しいただき、はばたけに笑顔があふれ、 

そこにいる人みんなが温かくなるような光景は、開催してよかったな… 

と実感できるうれしい光景でした。 

ご協力いただいた出演者の皆さま、「ほのぼのネット野崎西班」の皆さま 

ボランティアのみなさま、そしてご来場の皆様ありがとうございました。 
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経営の安

 

  いつも

ましてお

申し上げ

 

実はこ

階です。

い平和な

ています

さて、

はその結

れていま

さる職員

営を行っ

今年はこ

今年の

続けるこ

いくつか

のことで

そして

ことや、

な取り組

法人の

ぞれの持

に日々励

切れ目の

グループ

派遣事業

となって

  これら

が大前提

う、心か

新春

      

日第3種郵便物

安定化と、

も社会福祉法

おめでとうご

げます。そし

この文章を書

 知的な障

な社会である

す。 

昨年は社会

結果として、

ます。私たち

員と、応援し

ってきました

これにも向き

のおおぞら会

ことが出来る

かのチャレン

で、立ち止ま

て、障がいの

さらに、働

組みです（昨

の出発の場所

持ち味を生か

励んでいます

のないサービ

プホーム、シ

業所、一つ一

て社会的な使

らの諸事業を

提です。何と

からお願い申

春のお

       

物認可(毎月18回

、差し迫っ

法人おおぞら

ございます。

して日頃賜り

書いているの

障がいのある

ることが大前

会福祉法人を

社会福祉法

ちおおぞら会

して下さる多

た。けれども

き合っていか

会の喫緊の課

るための条件

ンジをしまし

ることは許

のある子ども

働きたい利用

昨年は 3 人の

所であるアク

かして、工賃

す。野ざきの

ビス提供に職

ショートステ

一つは小さな

使命を果たす

を安定的に継

とぞこれから

申し上げます

お喜

      

回1･2･3･5･6･7の

った必要にこ

ら会に応援を

明るい新年

りますご支援

のは 12 月の

る方々や認知

前提です。そ

をめぐって、

法人制度その

会は、毎日通

多くの皆々様

も、さらに社

かねばなりま

課題の一つは

件整備（新た

したが、残念

許されないと

も達が、放課

用者の皆さん

の方々が就職

クティビティ

賃が得られる

の家では認知

職員は邁進し

テイ、ガイ

な事業所では

すべく頑張っ

継続するため

らも物心両面

す。 

びを

   2 

の日発行)2014年

こたえるた

をして下さ

年をお迎えで

援に、心か

の初めであり

知症のある方

その様な国を

様々な議論

のものに何ら

通ってきて下

様からの支え

社会に貢献

ません。 

は、重い障が

たなグループ

念ながら具体

と思っていま

課後の時間を

んが一般就労

職できまし

ィーセンター

る創作的な取

知症高齢者と

しています。

ドヘルパー等

はありますが

っています。

めには、安定

面でのご支援

申し

年12月21日発行

ために～ 

り、関心を持

でしょうか。

ら感謝申し上

り、衆議院議

方々が、平穏

をこれからも

論が行われ多

らかの手直

下さる利用者

えを得て、利

する法人独

がいのある皆

プホームの開

体的な実を結

ます。次の取

を安全に有意

労の場につな

た！）。 

ーはばたけ

取り組みや、

とその家族を

。 

等のヘルパ

が、全体が

。 

定した法人

援を賜りま

上げ

ＳＳＫＰ通巻59

社会福祉
理事

持って下さ

。皆々様の

上げます。 

議員選挙がま

穏に暮らせ

も維持して

多くの報道が

しが行われる

者の皆さん

利権や不正蓄

独自の取り組

皆様が、住み

開設他）を行

結ぶことは

取り組みを模

意義に過ごす

ながるように

では、障がい

、地域社会

を支えるため

ー 

一体 

経営 

すよ 

げます

5901号はばたけ

祉法人お
事長 西

っている皆

ご多幸を心

 

まだ行われ

る社会は、

もらいたい

がなされま

るのではな

と、献身的

蓄財等とは

組みが求めら

み慣れた地

行うことで

出来ません

模索したいと

す場所と機

に支援する

いの重い皆

とつながる

めに、24 時間

す 

けだよりＮＯ.126

おぞら会
原雄次郎

々様、明け

からお祈り

ていない段

戦争をしな

と切に願っ

した。今年

いかと言わ

に働いて下

無関係な経

られており、

域で暮らし

す。昨年も

でした。こ

と思います。

会を増やす

ことも重要

さんがそれ

様々な活動

間 365 日、

26 

 
会  

 

け

段

な

年

わ

下

経

 

す

要

れ

動
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あけまし

よろしくお

早いもので

たが、秋の

気候の良い

総勢 19 名

湖畔のお店

まわし劇場

当日は、

陽気となり

との長旅？

山々の景色

り、車内で

昼食では

しながらみ

そして、

りとり、ユ

動物しかで

の面が低下

ました。い

を再確認し

か答えの見

秋は地域

の方の生演

響いている

消火

      

日第 3種郵便物認

   

しておめでと

お願い申し上

で年も明け新

の活動報告を

い秋 10 月 2

で河口湖ま

店でほうとう

場に行きまし

大変天候に

りました。河

？ですが体調

色を楽しんだ

では会話が途

は山梨県名物

みんなでの外

いよいよ猿

ユーモアに富

できない人の

下してきても

いつも当たり

しました。我

見つからない

域のイベント

演奏に感動さ

ると思いまし

火器訓練…気持

       

認可(毎月 18 回 1･

とうございま

上げます。 

新たな一年が

をさせていた

8 日には利用

まで遠足に行

うを食べ、そ

した。 

に恵まれ汗ば

河口湖まで

調不良なども

だり、世界遺

途切れること

物の「ほうと

外食を楽しみ

猿回しへ。お

富んだシナリ

の心を揺さぶ

も「見て・聞

り前のように

我々の役割の

いものではあ

トも盛りだく

されていまし

した。 

持ちも引き締ま

      

2･3･5･6･7 の日発

ます。今年も

が始まりま

ただきます。

用者様・職

行ってきまし

そのあとは猿

ばむくらいの

1 時間ちょっ

もなく無事に

遺産の富士山

とがなく楽

とう」を食べ

みました。

お猿さんが繰

リオ。みなさ

ぶることです

聞いて・感

に利用者様と

のひとつには

ありますが追

くさんでした

した。目の前

まります！ 
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発行) 2014 年 12

も 

し 

。 

職員 

した。 

猿 

の 

っ 

に往復できま

山を眺めた

しい時間を過

べました。具

繰り出すア

さん大笑いの

す。動き・表

じて」の大切

と接していま

は「寄り添

追及してい

た。はばた

前で鑑賞し

ま

の天

きま

際、

とが

が求

ても

の家

その

いき

立ち

らと

2 月 21 日発行Ｓ

ました。紅

り、リニア

過ごしまし

具だくさんの

クロバット

の時間でし

表情・空気

切なものは

ますが、今回

う」という

きたいと思

けの秋祭り

「見て・聞

また、地域の

天候が危ぶ

ました。様々

、前後の方々

ができました

求められます

もらわなくて

家」の認知度

の活動にも力

きたいです。

ち寄れる地域

と思ってい

ＳＳＫＰ通巻 5901

葉にはちょ

モーターカ

た。 

のうどんのよ

な動き・猿

た。その時

…。高齢に

そうそう失

回猿回しを見

ことが言わ

います。 

にも参加し

いて・感じ

の防災訓練に

まれたので

々な体験ブー

々と話をした

た。有事の際

す。我々の存

てはなりま

度は地域の方

力を入れて

。困ったらお

域の「野ざき

ます。   

01 号はばたけだ

っと早い感

ーの実験施

ような麺を

猿使いの職員

時思ったのが

なり様々な

失われないん

見て「人の心

れています

ました。み

る」ので心

にも参加し

すが参加す

ースがあり、

たり、つなが

際は地域で助

存在を地域の

せん。まだ

方々に知られ

いける 201

お互い様。そ

きの家」にな

 （管理者

だより NO.１２６ 

 

感じでしたが

施設を通った

「ふぅふぅ」

員の絶妙なや

が、動物には

な病気や記憶

んだなと思い

心の豊かさ」

すが、なかな

みなさんプロ

心の奥底まで

ました。当日

することがで

、並んでいる

がりをもつこ

助け合うこと

の方々に知っ

まだ「野ざき

れていません

5 年にして

そんな気軽に

なっていけた

者 齋藤貴彦

 

が

た

」

や

は

憶

い

」

な

ロ

で

日

で

る

こ

と

っ

き

ん。

に

た

彦） 
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新年明け

も昨年同様

 

さて、あ

を行ってい

活動になっ

それでも本

います。 

絵や工作

自分から取

好きなので

し、見通し

にとって楽

あすはＫ

という団体

（ピープル

です）。毎年

採用されま

を引き出す

う。 

あすはＫ

にある大正

には近隣の

ために本の

やる気につ

は大好きな

 

      

日第3種郵便物認

     

けましておめ

様よろしくお

すはＫｉｄ

います。ただ

てしまうよ

本人にとって

作、本を読む

取り組む子供

でしょう。そ

しを持たせる

楽しいものに

ｉｄｓでは

体のカレンダ

ルズ・ホープ

年あすはＫ

ました。カレ

す一因になっ

ｉｄｓでは

正時代の建物

の子供たちも

の読み聞かせ

つながり、喜

な場所になっ

      

認可(毎月18回

      

めでとうござ

お願い申し上

ｓでは絵を

だ、単に取り

ように思いま

て意味が感じ

むといったこ

供たちがいま

その活動に目

ることが出来

になると思い

は毎年ピープ

ダーコンクー

プ・ジャパン

ｉｄｓから入

レンダーのコ

ったと思いま

は「星と森と

物を保存活用

も遊びに来て

せを行うこと

喜びになった

っています。

      

回1･2･3･5･6･7の

     

ざいます。お

上げます。

を描いたり、

組みや材料

ます。手作業

じられないも

ことに、言わ

ます。そのこ

目的を感じら

来れば、さら

います。 

プルズ・ホー

ールに応募し

ンは東南アジ

入選者を出

コンクールに

ます。入選す

と絵本の家」

用し、絵本や

ています。そ

とがありまし

たのだと思い
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の日発行)2014年

     

おかげさまで

工作をした

料を提示する

業が好きな子

ものであれば

われなくても

こと自体が大

られるように

らに子供たち

ープ・ジャパ

しています

ジアの母子保

しており、今

に応募すると

することでさ

という場所

や木のおも

その建物内で

した。「みん

います。本を

人はみん

役に立つと

びになるの

活動を提供

子供たちと

えています

年12月21日発行

      

で良い新年

たり、本を読

るだけでは、

子供は、それ

ば、それは

も 

大 

に 

ち 

パン 

保健分野に

今年も三人

ということ

さらに喜び

所に行くこと

ちゃを楽し

で、あすは

なのために

を読んだ子供

んな目的を持

といったこと

のだと思いま

供し、目的を

といっしょに

す。    

行ＳＳＫＰ通巻5

移

     

を迎えるこ

読んだり・

子供たちに

でも集中出

「やらされ

おける支援

の作品がカ

が目的とな

と自信にも

とがあります

める施設)。

Ｋｉｄｓに

本を読んで

供にとって

持っています

とがやる気と

ます。分か

を持って取

に楽しむこと

     

5901号はばたけ

 

移動支援・居

放課後等デ

とができま

・・といっ

にとって「や

出来る場合も

れる作業」に

援活動を行っ

レンダーの

なり、子供た

つながった

す(国立天文

「星と森と

通う子供が

であげる」と

「星と森と

す。誰かのた

と行動につ

りやすく見

り組めるよ

とができれ

     

（管理者 

けだよりＮＯ.12

宅介護事業

イサービス

ました。本年

った取り組み

やらされる」

もあります。

になってしま

っている団体

の絵や題字に

たちのやる気

たことでしょ

文台の敷地内

絵本の家」

が、みんなの

ということが

と絵本の家」

ためになる、

ながり、喜

通しの立つ

うに努め、

ばなあと考

    

立野信行）

126 

年

み

ま

体

に

気

ょ

内

の

が

、 
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 11 月の半ば、行事旅行に行ってきました。いつものおたよりでは普段の仕事ぶりをお伝えしていますが、

今回は丸々旅行編ということでいきます！半年前からみんなの「職場会議」でプランを練り、今年は河口

湖周辺での１泊２日となりました。それでは、レッツラゴン！ 

果樹園「浅間園」にて 

●リニアモーターカーの見学後、お昼には果樹園に到着。太陽の

下、バーベキューやほうとうで腹ごしらえ。食後のデザートは

…頭の上にあるぶどう！シーズン終盤に、なんとかぎりぎりセ

ーフでのぶどう狩り。みなさん、上手に取れましたか～？ 

●本日の宿「ホテル湖龍」に到着したら、毎年恒例の

宴会の時間。夕食も早々に、大カラオケ大会が始ま

ります！それぞれの十八番を披露していき、演歌か

ら AKB48 まで、なんとも豊富なレパートリーが繰り

広げられました…。初日お疲れ様でした！ 

歌うわよ～！ 

リニア見学センターにて 

のんびり観光組は、オルゴール館から 

雄大な富士の姿を！ 

富士急ハイランド組、

絶叫マシンは 

こんな感じ～！ 

～ 二日目 ～ 

みんなの希望に沿ったコース

設定、それぞれのペースに合わ

せて楽しめたのではないかな

～と思います。 

明日からはまた仕事、力を合わ

せて頑張っていきましょう！

（事務責任者：中野） 
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れ
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てぬぐい(お
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 はばたけで

作業活動とし

イベントやお

者のお給料と

合った価値を

なければいけ

が難しい人も

な工夫や配慮

れど、時間が

しい状況もあ

手に取ってく

けらしさ”が

そんなはば

のカレンダー

んの描く線や

れも、絵ひと

と思います。

     

      

      

おはな)    

日第 3種郵便物認可

      

では、地域や

して自主製品

お店での委託

となります。

を感じられる

けません。は

も多く、それ

慮が必要です

が必要で製品

ありますが、

くれたらいい

が出るような

ばたけらしさ

ーやぽち袋、

や色にはあま

とつでみごと

 

     

      

       

 てぬぐい(メ

可(毎月 18 回 1･2･

      

や社会とつな

品づくりをし

託販売などで

製品という

る良いもの

はばたけでは

れぞれの障が

す。いいもの

品がたくさん

みんなの力

いなと思い、

なステキな製

さのスパイス

ポストカー

まり迷いがな

とに表現して

     

      

      

ロン) 

･3･5･6･7 の日発行

      

ながり、や

しています。

で販売し、売

うからには、

・使っていた

は「仕事」と

がいの特性か

のを作りたい

ん作れない…

力の結集をた

既製品には

製品をと日々

スになってい

ードなど、利

なく、物の捉

ています。そ
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行) 2014 年 12 月

      

りがいが持

。できた製

売り上げは利

、その価格

ただけるも

という意味理

からもさま

い、広めた

…というも

たくさんの

はない“は

々考え商品

いるのが、

利用者の描

捉え方にも

そんな個性

全国で

えようと

も皆さん

作したの

た絵画や

デザイン

そして

ないのが

 普段の

つくった

のびのび

作品をど

れるとこ

んでいけ

      

月 21 日発行ＳＳ

  

【生活介護

てる 

品は、 
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社会福祉法人おおぞら会 
・ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨｾﾝﾀｰはばたけ（生活介護事業）          三鷹市野崎3-17-9   tel 0422-32-3234 

・工房 時（就労移行事業･就労継続B型）            三鷹市野崎2-6-41     tel 0422-30-5571 

・野ざきの家（小規模多機能型居宅介護事業）          三鷹市野崎2-6-41    tel 0422-30-5575 

・サポートネットあすは（移動支援[居宅介護]事業）     武蔵野市八幡町1-6-1  tel 0422-36-5151 

・あすはKids（放課後等デイサービス）           武蔵野市八幡町1-6-1 tel 0422-36-5151 
・ショートステイさくら（短期入所事業）         三鷹市井の頭4-22-6  tel 0422-32-3234 

１９７７年１２月３日第３種郵便物認可(毎月18回 1･2･3･5･6･7の日発行) 2014 年 12月 21日発行ＳＳＫＰ通巻５９０１号はばたけだよりNO.１２６ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

    三鷹市野崎２－６－４１（人見街道沿い・野崎八幡すぐ）…P あります！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障がい者の分野で2012年から始まっている「計画相談支援」の制度。いわゆる障がい者版ケアマネ制度であり、国は2015年 3月 

までにサービスを受ける障がい者すべてそのしくみに移行させたい考えだ。しかしその期限が3ヵ月と迫った現在、制度利用は全国的 

に 30％台にとどまっている。これを進める事業所に対しての報酬単価の低さなどから見える国の姿勢は未だ疑問であり、これでどう未 

来を描けというのだろう、何がしたいんだろう…というのが3年間ぬぐえない率直な思いだ。事業所の中からも疲弊した声が聞こえる。 

制度が進まない理由もそこにあるのだろう。また、障がいのある方にしてみれば、新しい事業所との契約や面談などの手続きが必要 

になる。ポンと送られてきた書類には難しい言葉が並び、意味が分からず戸惑うばかりだ。「こんな大事なことを行政は何の説明もな 

く始めるのね」と家族の声。結局いつも利用者が置いてきぼりだ。                     （いりくらあきこ） 

発行 障害者団体定期刊行物協会 〒157-0073東京都世田谷区砧6-26-21 〔頒価 50円〕 

企画･編集 社会福祉法人おおぞら会   編集責任者:入倉暁子  

information 

冬の風物詩 

謹製 かけうどん 

～きつねを添えて～

今冬、新メニューを販売予定。 

新たな味わいをご用意して 

お待ちしております。 
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